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 論述試験（６０分）

＜注意事項＞

① 監督者の指示があるまで、この問題用紙を開かないで下さい。 

② 監督者の指示により、解答を止めて下さい。 

③ 試験終了後、問題用紙と解答用紙を回収します。 

④ 机の上には、受験票・筆記用具のみを置いて下さい。 

⑤ 質問等がある場合は、静かに挙手して監督者を待って下さい。 

受験 

番号 
氏 名 



同封の論述試験問題について、解答用紙に解答しなさい。 

なお、解答用紙に、選択したコース・テーマを記入しなさい。 

（ 例： コース・分野・テーマ〔 日本文化学 文学 日本漢文 〕 



MAAL-A-003 

【アメリカ・ヨーロッパ文化学 表現文化】 

次の文章を読み、【１】から【４】までの問いの答えを解答用紙に記しなさい。 

映画と物語の出会い 
たいていの場合、映画に行くということは、あるストーリーを語る映画作品を見
に行くということである。そんな言い方が自明の理に聞こえるほど、映画と物語は
分かち難く結びついているように思えるが、（１）しかし、それは決して当たり前
のことではない。 
 両者の合体は始めは明白なものではなかった。発明当初、映画はもっぱら物語的
なものとなるように運命づけられてはいなかったのである。それは単に、科学的調
査のための器械や、取材の報告のための道具や、絵画の発展形態や、さらには縁日
での束の間の娯楽にとどまっていたかもしれないのである。映画はあくまでも 1つ
の記録手段として考案されたのであり、もともと固有の技法によってストーリーを
語ることを使命としていたわけではない。 
 もっとも、必ずしもそれが使命だったわけではないにせよ、また、それだけに映
画と物語の出会いにはどこか偶然めいた、文明のめぐり合わせのような趣きがある
にせよ、この出会いには幾つかの理由があったこともまた事実である。（後略） 

(a)動く具象的映像 
 記録手段としての映画は具象的な映像を作り出し、そこでは一連の慣習のおかげ
で、撮影された対象が認知される。しかし、認知できるような形で１つの対象を表
象し、提示するということは、取りも直さず物を顕示しようとする行為にほかなら
ず、そこには当の対象について何事かを述べたいという欲求が働いている。したが
って、ピストルの映像は単に「ピストル」という語の等価物をなすのではなく、「こ
こにピストルがある」とか、「これはピストルである」といった類の言表を暗に含
んでいるのであり、そこには物を顕示し、さらにはその対象の単なる表象を超えた、
何らかの意味を伝えようとする姿勢が現れているのである。 
 そのうえ、そもそもあらゆる対象は、再現などされる以前から、その対象を認知
しうる社会において既に一定の価値を担っているのであり、そうした価値を代表す
るものとして、それを“物語って”いるのである。（２）よって、あらゆる対象は既に
それ自体で一つの言説である。それは１つの社会的標本であるとともに、持ち前の
性質によって、言説やフィクションの糸口となる。（中略）こうしてあらゆる具象
作用、あらゆる表象作用は、表象される対象が属する社会体制の重みと、その顕示
とによって、たとえ萌芽的なものであれ、物語を生じさせることになる。（後略） 

著作権の都合により非公開 



MAAL-A-003 

(b)動く映像 
映画による運動の再現についてはこれまでもしばしば論じられ、特にそのリアリ
ズムが強調されてきたが、他方、動く映像が絶えず変化するものであり、そのこと
によって、表象された事物のある状態から他の状態への移行が示されるということ、
そして動きには時間が必要とされるということは、一般的にあまり追究されてこな
かった。映画において表象されたものは、変容の内に表象されている。いかなる物
体、いかなる風景でも、たとえそれがまったく静止したものであれ、映画に撮影さ
れるだけで、持続においてとらえられ、変化に委ねられるのである。 
 ところで、文学作品の構造分析は次のようなことを明らかにした。すなわち、あ
らゆるストーリー、あらゆるフィクションは、最初の状態から最後の状態に至るま
での進行過程に還元することができ、また、継起する一連の変化のパターン（例え
ば、悪事の企み→悪事の実行→罰の用意→罰の経過→罰の完了→善行の成就のよう
な型の）によって図式化することができるのである。 
 そこにたまたま映画が登場し、動く映像を介してフィクションに持続と変化を提
供した。映画と物語の出会いが起こりえたのは、一つには（３）両者がこうした共
通点を持っていたからである。 

出典  
J・オーモン、A・ベルガラ、M・マリー、M・ヴォルネ著、武田潔訳『映画理論講義』勁草書房、
2000 年 

【1】 下線部（１）において、筆者はなぜ「決して当たり前のことではない」と主
張しているのか、「それ」が指すものを明示しながら説明しなさい。 

【2】 下線部（２）について、「映画と物語の出会い」という、この文章のテーマ
に沿って説明しなさい。 

【3】 下線部（３）で筆者が述べている「両者が持っていた共通点」とは何か説明
しなさい。 

【4】 この文章に対するあなたの意見を述べなさい。 

著作権の都合により非公開 
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聖学院大学大学院 文化総合学研究科 

入学試験問題解答例等 

入試実施年度 問題番号 試験科目名 
2022 秋期 
（21 年度実施） 

MAAL-A-003 文化研 博士前期専門科目 アメリカヨーロッパ文
化学/表現文化・映像文化 

・入試問題解答例等記入欄 
【設問】 
別紙試験問題「MAAL-A-003」参照 

【解答】（選択式・記述式） 

【出題意図】（論述式） 

【解答例】（論述式） 

準備中 


